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	応用
	抗原情報
	背景
	複製起点認識複合体（ORC）は、真核細胞におけるDNA複製の開始に必須の、高度に保存された6つのサブユニットからなるタンパク質複合体です。酵母を用いた研究では、ORCが複製起点に特異的に結合し、Cdc6やMcmタンパク質などの追加の開始因子の組み立てのプラットフォームとして機能することが実証されています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ORC複合体の最大のサブユニットです。他のORCサブユニットは細胞周期を通じて安定していますが、このタンパク質のレベルは細胞周期中に変動します。これは、DNA複製開始後のユビキチンを介したタンパク質分解によって制御されることが示されています。このタンパク質は、有糸分裂中に選択的にリン酸化されることが分かっています。また、転写サイレンシングの制御に関与するタンパク質であるMYSTヒストンアセチルトランスフェラーゼ2（MyST2/HBO1）と相互作用することが報告されています。選択的スプライシングによる転写機能：複製起点に結合する複製起点認識複合体（ORC）の構成要素。染色体複製と接合型転写サイレンシングの両方に関与する。複製起点のARSコンセンサス配列（ACS）にATP依存的に結合し、転写終点の転写産物を転写する。,類似性：ORC1ファミリーに属する。,類似性：1つのBAHドメインを含む。,サブユニット：ORCは6つのサブユニットから構成される。CDC6およびMYST2/HBO1と相互作用する。,
	研究分野
	細胞周期G1S;細胞周期G2M_DNA;
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	ORC1L 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	ORC1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	ORC1ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

